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１ 研究テーマ 

子どもが数学的な見方・考え方を働かせながら、自律的に学ぶ算数授業 

～子どもが抱く「ミスコンセプション」を生かした問題提示を通して～ 
 

２ 研究テーマについて 

(1) テーマ設定の意図 

私は、ここ数年、算数授業において「自律的に学ぶ」ということを大切にしており、教科

リーダー育成講座１年次もこのことをテーマの中心に据え、実践を行ってきた。私が考える

「自律的に学ぶ算数授業」とは、「子どもが（教師に依存せず）自らの言葉で説明をし、納

得が得られる授業」である。子どもが自らの言葉に責任をもちながら説明することは、数学

において大切な、演繹的推論の素地の育成につながると考えたからである。 

４月、５年生15人の子どもと出会った。私は、算数の授業を行った最初の１時間目の子ど

もの言葉が印象に残っている。私が問題を黒板に書き始めると、数人の子どもが「先生、

『めあて』を書かないんですか？」と質問してきた。今までは授業の冒頭に教師が黒板に

「めあて」を書いていたそうだ。そして授業の終末、私が予想していた声が聞こえてきた。

それは、「先生、『まとめ』は？」である。「めあて」や「まとめ」を書くこと自体を否定

するつもりはない。しかし、それらがいつも教師から一方的に示され、それらをただ写し、

計算の演習を行うだけの算数授業が繰り返されたとしたら、子どもはどう成長していくのだ

ろうか。４月当初の子どもは、「早く答えを教えて」と言わんばかりに他律（考える内容や

問題の正誤の判断を教師や教科書が行う）し、受動的に学んでいるように私には感じられ

た。これでは、自律的に学ぶ算数授業の子どもの姿とは程遠いと感じた。 

こういった子どもの実態と向き合い、自律的に学ぶ算数授業を実現すべく、子どもの学ぶ

環境（問題）に焦点を当てながら実践を行うこととした。算数の授業において、子どもが向

き合う対象は、「問題」である。「問題」と向き合う過程の中で、「あれ」「どうして」な

どの子どもの「問い」を生じさせることができれば、それらを「はっきりさせたい」「考え

たい」という思いを引き出すことにつながる。それらの子どもの思いは考える原動力とな

り、自らの言葉で説明し、数学的な見方・考え方を働かせながら自律的に算数を学ぶ姿が期

待できる。盛山(2018)は、「問い」を生じさせる授業の在り方として、「子どものミスコン

セプションを生かした授業」を提唱している。私は、このことが子どもの「問い」を生むこ

とにつながると考え、１年次の研修においてもこの盛山の考えに共感しながら実践を行っ

た。子どもが「問い」をもつことは、算数授業において極めて重要な要素の一つと捉え、実

践を行うこととした。 

本研究では、数学的な見方・考え方を働かせながら自律的に学ぶ算数授業の実現を目指

す。そのために、「子どものミスコンセプション」を生かした問題を提示し、子どもの「問

い」を生むことにつなげていく。 

(2) 研究テーマに迫るために 

① ミスコンセプションを生かした問題提示 

子どもの「問い」を生むために、「子どものミスコンセプションを生かした問題提示」

をする。算数教育の中で「問い」の大切さが叫ばれて久しい。そこで、まず私が考える



「問い」を明確にしておきたい。「問い」とは、問題に出あって生じる疑問である。しか

し、単なる疑問ではなく、子どもが考える原動力となる必要がある。したがって、「どう

してこんなことが起こったのか」のように、算数の本質的な学びにつながる疑問である必

要がある。また、子どもが言葉に発さなくても頭の中で思う「問い」もあるだろう。つま

り、子どもの表情やしぐさなどによって生じる「問い」もあるし、言葉として表出しなけ

れば教師からの問い返しによって顕在化する「問い」もある。 

本研究では、盛山が提唱している「子どものミスコンセプションを生かした問題提示」

を行い、子どもの「問い」を生むことにつなげる。「ミスコンセプションとは、子どもが

経験的にもつ思い込みや既習を基に想起する間違ったイメージのこと」と盛山は述べてい

る。また、「時には間違いを生かして、『なぜ？』といった問いをつくり、問題解決を盛

り上げることが大切」「ミスコンセプションを乗り越えて正しいコンセプションにたどり

着くといったプロセスは、深い理解をつくります」とも述べており、ミスコンセプション

が「問い」を生むこと、そしてそれを乗り越える過程が大切であることに言及している。

よって、子どもから生まれたミスコンセプションを子ども自身がどう乗り越えるのか、授

業者が具体的にイメージすることが大切だと考える。 

問題と向き合い、ミスコンセプションを生じさせた子どもは、「同じだと思ったのにな

ぜ違ったのだろう」などと「問い」をもち、「どう考えるといいかな」「違う数字でも同

じようになるかな」などと自律的に学ぶと考える。その中で、数学的な見方・考え方を働

かせながら、友達と伝え合い、互いに納得しながら学び合う姿を期待する。 

② 子どもの文脈（必要感や自己の生活との関連性など）を大切にした問題設定 

  一般的に算数の授業では、教科書に掲載さ

れている問題を用いて授業をする場合が多

い。教科書の問題は、数学的な見方・考え方

を働かせながら問題解決を行うことに適切な

問題が多く掲載されている。しかし、小学校

算数では、図１の【現実の世界】に関する問

題を多く扱ってはいるものの、実際の子ども

の生活とはかけ離れている場合が多い。子ど

もが対象とする問題は、どこかの知らない世

界の知らない人の話なのである。 

例えば、「単位量あたりの大きさ」において扱われる、「燃費」の問題。自動車を実際

に運転した経験のない子どもにとって、自動車の燃費を求める必要性や「燃費」のイメー

ジはあるのだろうか。私が子どもの立場なら、「でも、ガソリンを入れるのは家族だし

な」「私は運転しないから」と感じ、ワクワク感や必要感は生まれない。そこで、本実践

ではより【現実の世界】に即し、子どもの文脈を大切にしながら授業を行う。「問い」を

生じさせることと同時に、考える必要感を感じながら問題と向き合えるようにする。 

③ 自分の考えを明確にしながら、考えを共有したり、深めたりする場を設定する 

「問い」をもとに、子どもが自律的に学ぶためには、自分の考えを明確にもつ必要があ

ると考える。考えを明確にすることで、同じ考えと出あったり、違いを感じたりすること

ができるからである。そこで、自分の考えを明確にするために、「きめる」という行為を

行いながら授業を行う。筑波大学附属小学校(2019)で「きめる」という行為を大きく二つ

に分類しており、一つは感覚的に「きめる」場合であり、もう一つは論理的に「きめる」

場合である。本研究では筑波大学附属小学校における「きめる」を援用し、直感的な「き



める」という行為も大切にしながら、その「きめた」背景にある数学的な見方・考え方を

共有し、解決の手掛かりとなるようにする。子どもに問題を提示したり、何かを問う際に

は選択肢を与えたりする。「ＡとＢのどちらか」や「同じだと思うか、違うと思うか」な

どである。時には、教師も子どもと同じ立場で「きめる」という行為をする。「先生は知

っている」や「答えを教えてくれる存在」という、教師と子どもにヒエラルキーが存在し

ている関係から、「先生も含めてみんなで考える」という教師と子どもが対等な関係を大

切にしたい。この関係をつくることが、自ら説明しなければならないという、いわば「自

律的に学ぶ」姿に近づくことにつながると考える。 

また、考えを共有する手段として、授業の中で「おさんぽ」という活動を行う。「おさ

んぽ」とは、席を立って歩きながら、自分と同じ考えや違う考えの人と、自由に意見交流

をする活動である。自由に対話することが考えを整理することや、自分の考えに自信をも

つために有効となる場合がある。子どもは自分の考えに対し、多少なりと不安を抱いてい

る。「おさんぽ」で考えを共有し、新たな考えに出あったり、子どもが不安を解消したり

しながら自分の考えに自信をもつ姿を期待したい。 

(3) 研究テーマに関わる評価 

   本研究では、写真やビデオ撮影での記録、ノート記述等による子どもの授業の様子から、

以下の２点について子どもの姿をもとに考察する。 

①子どもが「問い」を生じさせていたのはどのような瞬間で、どのような姿なのか 

②子どもはどのようにして自律的に学んでいたのか 

   実践後にこの２点について考察しながら、どういった問題（場や状況を含む）が、数学的

な見方・考え方を働かせながら自律的に学ぶことに有効なのか検証を行う。 

 

３ １回目の実践の概要：令和６年６月10日 

(1) 単元名 

単位量あたりの大きさ（１）（みんなと学ぶ小学校算数５年 学校図書株式会社） 

(2) 単元の目標 

○二つの量の割合で捉えられる数量を比べるとき、三つ以上のものを比べたり、いつでも

比べられるようにしたりするためには、単位量あたりの大きさを用いて比べることを理

解することができる。                     【知識及び技能】 

○異種の二つの量の割合で捉えられる数量に着目し、目的に応じても大きさを比べたり表現した

りする方法を考察し、それらを日常生活に生かす力を養う。 【思考力、判断力、表現力等】 

○二つの量の割合で捉えられる数量を比べる問題場面を解決する過程で、単位量あたりの大きさを用い

て比べ、それらを問題解決において活用しようとする態度を養う。 【学びに向かう力、人間性等】 

(3) 単元の評価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 異種の二つの量のものを比

較するための単位量あたりの

大きさの意味、表し方を理解

し、活用できる。 

 また、人口密度などのいろ

いろな単位量あたりの大きさ

の求め方を理解し、適切に求

めることができる。 

 異種の二つの量のものを比

較するとき、一つの量や２量

の差に着目したのでは比べる

ことができないことを捉え、

単位量あたりの考えをもと

に、数直線や図、式を用いて

表現し、説明している。 

 二つの量の割合で捉えられ

る数量を比べるとき、単位量

あたりの大きさで比べること

のよさに気づき、目的に応じ

て進んで生活場面などにも活

用しながら問題を解決しよう

としている。 



(4) 単元の指導計画と評価計画（全７時間、本時１／７時間） 

次 

(時数) 
主な学習活動 主な評価規準と方法 

１ 

（２） 

・８畳に６人いる部屋と、６畳に４人いる部屋

の混み具合の比べ方を考える。 

・１枚の畳に何人いるかを考え、混み具合を比

べる。 

・どちらかの大きさに揃えた

り、単位量あたりの大きさを

考えたりすることで混み具合

を比べことができることに気

づく。【思・判・表】 

２ 

（１） 

・人口密度について知り、比べる。 

・都道府県の人口密度を求める。 

・いろいろな人口密度を求めよ

うとしている。【主】 

・人口密度の求め方を理解して

いる。【知・技】 

３ 

（２） 

・針金１ｍあたりの重さの求め方を考える。ま

た、求めた１ｍあたりの重さを使って、15ｍ

の針金の重さを考える。 

・仕事量や印刷機の速さ、燃費など、いろいろ

な単位量あたりの大きさを求める。 

・単位量あたりの大きさの関係

を図や表、式を使って説明す

ることができる。【思・判・表】 

・単位量あたりの大きさの考え

をもとに、いくつ分や全部の

量を求めることができる。

【知・技】 

４ 

（２） 

・練習問題を解く。 ・単位量あたりの大きさの問題

を正確に解いている。【知・

技】 

(5) 本時のねらい 

混み具合は２量が関係しており、どちらかの量に揃えることで比較できることに気づき、

単位量あたりの大きさで比べることのよさを知る。 

 (6) 本時の構想 

本時では、「Ａの部屋：８枚の畳に６人」、「Ｂの部屋：６枚の畳に４人」という二つの状況

を提示し、どちらか混んでいるか、それとも混み具合は同じかを問う。この状況は、１人に１

枚の畳を割り当てると、どちらの部屋も２枚の畳が余る。つまり、差の見方で考えると、混み

具合が同じと感じられる可能性がある。これが本時における、ミスコンセプションとなる。 

この問題を提示した後、「きめる」、「きめ直す」場面を取り入れる。子どもは、感覚的にど

ちらの部屋が混んでいるのか、混み具合が同じかを「きめる」だろう。でも、その理由を問わ

れたら、今までの学びや経験をもとに論理的に説明する子どもがでてくるかもしれない。例え

ば、比例や公倍数の考えを使って畳の枚数を揃える子どもが出てくるかもしれない。更には、

１人が使える畳の広さを求める子どもも出てくるかもしれない。混み具合が同じと考える子

どもの中には、差の考えを使い、余る畳の枚数が同じだからと説明する場合も考えられる。そ

のような論理的に「きめて」説明する子どもが出てきたら、「きめ直す」場をつくり、どう考

えると混み具合を比べることができるのか検討する。このように、子どもの数学的な見方・考

え方を働かせられるようにしていく。 

問題を提示する際は、７月に行われた宿泊体験学習の宿泊部屋の写真を示す。自分たちが実

際に泊まる部屋の混み具合はどうなるのかと自分事として考える姿を期待したい。また、新聞

で作ったＡの部屋とＢの部屋の模型をもとに、子どもがその畳の上に乗りながら、体験的に混

み具合を感じることができるようにする。 

 

 



(7) 本時の展開 

(8) 授業の実際 

   授業の冒頭、「混んでいる」とはどういった状態なのかを共通認識するために、この時

期に飼育を始めていたメダカの写真を提示した。子どもの文脈を大切にした授業構成を意

識したためである。子どもは、「同じ広さならメダカがいっぱいいる方が混んでいる」と

時間 ○学習活動 ・予想される子どもの反応 □評価 〇支援 ◇留意点 

１０ ○８畳に６人いる部屋Ａと６畳に６人いる部

屋Ｂの場合、どちらが混んでいるか考える。 

・Ｂの部屋の方が混んでいる。 

・部屋の中にいる人数が同じときは、部屋が狭

い方が混んでいる。 

◇広さが異なるが、人数が同じ場合の

部屋について考える場をつくり、片

方の量に揃えることで比べられる

ことへの気づきを促す。 

〇部屋Ｂの人数を２人減らし、人数を

変える。 

２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○Ａの部屋とＢの部屋ではどちらが混んでい

るのか、混み具合は同じかを「きめる」。 

Ａの部屋が混んでいると考える子ども 

・畳の枚数を同じにするとＡの部屋が 24 枚で

18 人いることになる。Ｂの部屋は 24 枚で 16

人いることになる。だからＡの部屋が混んで

いる。 

・１人がどれだけ畳を使えるかを考える。１人

に１枚畳を分けると２枚余る。それを６人で

分けるとＡの部屋の方が使える畳が少ない。 

Ｂの部屋が混んでいると考える子ども 

・何となく。 

・さっきはＢの部屋の方が混んでいた。 

混み具合は同じと考える子ども 

・どちらの部屋も、１人に畳１枚配ると、２枚

余る。同じ枚数が余るから混み具合は同じに

なる。 

○混み具合を比べる方法を考える。 

・畳か人の数を揃えれば比べられる。 

・平均みたいに１人が使える畳の広さを求める

と比べられる。 

・１枚の畳の人数を求めても比べられそう。 

・平均みたいに計算で求められそう。 

 

 

〇問題を提示したら、「きめる」活動を

行う。その際には、感覚的に「きめ

る」こともよいことを伝える。 

〇「おさんぽ」を行い、自分と同じ立

場の人と考えを共有する。 

〇教師も自分の考えを述べる。子ども

の思考を揺さぶるために、「混み具

合は同じになる」の立場に立つ。 

〇それぞれの立場の意見を聞いた後、

「きめ直す」活動を行う。 

〇状況に応じて、畳が４枚で２人のＣ

の部屋を提示し、混み具合を差で考

える（本時のミスコンセプション）

ことの違和感を引き出す。 

□Ａ、Ｂのそれぞれの部屋の混み具合

がちがうことに気づくことができ

たか。【思・判・表】 

〇混み具合を比べるためには何かを

揃えるといった考えがでない場合

は、教師から視点を示す。 

□混み具合の比べ方を考えたり、気づ

いたりすることができたか。【思・判

表】 

１０ ○式で混み具合を表す方法を考える。 

・Ｃの部屋は１人２畳の畳が使える。式は、４

÷２＝２畳使える。 

・Ａの部屋は６÷４＝1.5 畳使える。 

・Ｂの部屋は８÷６＝1.333…畳使える。 

□１人当たりの畳の枚数で混み具合

を比べ、式の意味を理解することが

できたか。【知・技】 

問題：８枚の畳に６人いるＡの部屋と、６枚の畳に４人いるＢの部屋、どっちが混
んでいる？それとも、混み具合は同じ？ 



語りながら、混み具合について感じたことを表現した。そ

の後は同様に、宿泊体験学習で泊まる部屋が畳であること

を踏まえながら、８畳に６人いる部屋と６畳に６人いる部

屋の図を示し、どちらが混んでいるか問うた。子どもは、

「狭い部屋に６人と広い部屋に６人いる」と人数が同じこ

とに着目しながら、同じ人数なら狭い方が混んでいると語

り、混んでいるとはどういった状況なのか、写真１のよう

に考えをつくりあげていった。 

   その後、どちらの量も異なる場合として、「８畳に６人いるＡの部屋」と「６畳に４人い

るＢの部屋」の図を示した。その後、「Ａが混んでいる」「Ｂが混んでいる」「（混み具合

は）同じ」の三つの立場に立ちながら、ネームマグネットを貼って自分の考えを「きめる」

活動を行った。全員の子どもが最初、混み具合が同じだと考え、ネームマグネットを貼っ

た。その理由として、「あまっている畳の枚数が同じだから」と語り、広さと人数の差がど

ちらも２枚になることに着目し、そのことを説明していた。このことから、この段階では全

ての子どもが、ミスコンセプションを生じさせていたことになる。しかしながら、全員が同

じ立場であり、混み具合が同じであることを疑っていないため、まだ子どもの「問い」が生

じている状況とは言い難い。 

   その後、写真２のように新聞で作ったＡの部屋とＢの部

屋の模型にのったり、「おさんぽ」による交流をしたりし

た。新聞にのっている際は、「なんかこっちの方が広い気

がする」とつぶやき、感覚的に混み具合を捉えている様子

が見られた。その後、自分の考えを「きめ直す」活動を行

った。すると、全員が「（混み具合は）同じ」と考えてい

たが、数人の子どもが、違う立場へと「きめ直し」た。こ

れにより、一気に子どもの思考は揺さぶられる状態とな

り、どれが本当なのか考えようとする様子が見られた。そ

の証拠に、ネームマグネットを貼り直すことを迷ったり、

「やっぱりこっちにしようかな」とつぶやいたりした。ど

ちらが正しいのか、子どもに「問い」が生じたと考え、教

師から「どうやったら混み具合を比べられる？」を共通の

考える視点として板書した。 

   しかし、その後はなかなか混み具合を比べる方法を思いつかない様子が見られた。そこ

で、教師から新たな部屋として、「４畳に２人いるＣの部屋」を提示した。するとある子ど

もが「（私は）４÷２をした」と語った。そして、その答えとして出てくる「２」が何を示

しているのか問い返しをした。子どもは、「１人が使える畳」と答えながら単位量あたりの

大きさをもとに、混み具合の比較方法を考えた。別の子どもは、分数にして混み具合を比較

しようとしていた。Ａの部屋を「6/8」、Ｂの部屋を「4/6」とし、「いる人/畳の枚数」と

して表現した。どうしてこのようにしたのか問い返したが、その子どもは「何となく分数だ

とできるかもと思って」と語っていた。おそらく、割合の見方を使いながら、畳の枚数を基

準量とし、何％の畳を使用しているか（１畳あたりの人数）、その割合を求めようとしたの

だと考えられる。ただし、この段階で通分や割合は未習のため、これ以上深く掘り下げて考

えることは行わなかった。しかしながら、何とかして解決しようとする姿は、「自律的に学

ぶ」子どもの姿であったと考えることができる。 

写真１ 子どもがつくった
混み具合の考え 

写真２ 模型にのる子ども 

写真３ 



４ ２回目の実践の概要：令和６年９月18日 

(1) 単元名 

単位量あたりの大きさ（２）（みんなと学ぶ小学校算数５年 学校図書株式会社） 

(2) 単元の目標 

○二つの量の割合で捉えられる数量を比べるとき、単位量あたりの大きさを用いて比べる

ことを理解することができる。                 【知識及び技能】 

○異種の二つの量の割合で捉えられる数量に着目し、目的に応じて大きさを比べたり、表現した

りする方法を考察し、それらを日常生活に生かす力を養う。 【思考力、判断力、表現力等】 

○二つの量の割合で捉えられる数量を比べる問題場面を解決する過程で、速さなど単位量

あたりの大きさを用いて比べ、それらを問題解決において活用しようとする態度を養

う。                       【学びに向かう力、人間性等】 

(3) 単元の評価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 異種の二つの量のものを比

較するための速さなどの単位

量あたりの大きさの意味、表

し方を理解し、活用できる。 

 また、速さ、道のり、時間

などの求め方を理解し、適切

に求めることができる。 

 異種の二つの量のものを比

較するとき、一つの量に着目

したのでは比べることができ

ないことを捉え、単位量あた

りの考えをもとに、数直線図

や、式を用いて表現し、説明

している。 

 二つの量の割合で捉えられ

る数量を比べるとき、速さな

ど単位量あたりの大きさで比

べることのよさに気づき、目

的に応じて進んで生活場面な

どにも活用しながら問題を解

決しようとしている。 

(4) 単元の指導計画と評価計画（全５時間、本時１／５時間） 

次 

(時数) 
主な学習活動 主な評価規準と方法 

１ 

（４） 

・タイムと距離が異なる４人の徒競走の記録か

ら、走る速さの比べ方を考える。 

・単位時間あたりの道のり、１ｍあたりの時間

で速さを比べる。 

・速さを求める式の意味を理解する。 

・時速、分速、秒速について知り、公式を適用

して、速さを比べる。 

・単位が違う速さを揃える方法や、それぞれの

関係について考える。 

・速さをもとに、道のりや時間を求める方法を

考える。 

・単位量あたりの大きさの考え

方をもとに、速さを比較する

方法を考える。【思・判・表】 

・速さは、単位時間に進む道のりで

表されることを知る。【知・技】 

・時速、分速、秒速の相互の変換

について考え、説明している。

【思・判・表】 

・速さをもとに、道のりや時間を

求め、その求め方を説明して

いる。【思・判・表】 

２ 

（１） 
・練習問題を解く。 ・速さに関する問題を正確に解

いている。【知・技】 

(5) 本時のねらい 

単位量あたりの大きさの素地となる「揃える」という考えをもとに、距離（道のり）とタ

イム（時間）のどちらかの量に揃えることで速さを比べることができることに気づき、速さ

を比べることのよさを知る。 

 (6) 本時の構想 

「単位量あたりの大きさ(２)」の単元では、主に「速さ」について学ぶ。「速さ」は小学生

にとって身近であり、徒競走やマラソン記録会などで友達と比べたことのある経験も少なく

ない。しかし、それらは全て距離（道のり）が同じ場合の比較である。よって、先にゴールし



た方（ゴールまでのタイム（時間）が短い方）が速いということが明確であり、比較も容易で

ある。よって、本時では２量が異なる場合の速さの比較について考え、「揃える」ことの大切

さを感じることができるようにしたい。 

子どもに、「Ａウサインボルト選手：9.6 秒」、「Ｂクラスで１番足の速い人Ｋさん：8.2 秒」

と提示し、どちらが速いかを問う。タイムだけに目を向けるとＢの方が速く感じる。これが本

時におけるミスコンセプションとなる。ウサインボルト選手を知っていれば、「Ａの方が速い」

と考えるだろう。更に子どもは、「走った距離が違う」や「距離が知りたい」など、もう一方

の量に目を向けるようになるかもしれない。そこで、Ａは 100ｍ、Ｂは 50ｍと示す。「同じ 100

ｍだったら」と距離を同じと仮定して考え、速さを比較する子どもの姿を期待したい。 

次に「Ｃ担任の山﨑先生：16.4 秒」を提示し、Ａとどちらが速いかを問う。子どもは同様

に、「距離が知りたい」と感じるだろう。そこで、Ｃの距離は 80ｍであることを示す。子ども

の中には、50ｍと 80ｍの公倍数である 400ｍのタイムを求める人もいるだろう。一方、タイム

が２倍の関係であることに着目すれば、タイムを揃えて距離を比較することもできる。これに

より、２量のうちどちらかを揃えれば速さを比べることができることに気づかせたい。 

「単位量あたりの大きさ(１)」では、当然ながら単位量に揃えることを経験している。本時

のような実際の距離（道のり）とタイム（時間）を用いた展開では、単位量に揃えることは難

しいだろう。しかし、より子どもの文脈を大切にしつつ、「揃える」という数学的な見方・考

え方の重要性を考え、本実践の展開を構想した。 

(7) 本時の展開 

時間 ○学習活動 ・予想される子どもの反応 □評価 〇支援 ◇留意点 

１０  

 

○ＡとＢではどちらが速いかを考える。 

・Ｂの方はタイムが短いから速い。 

・ボルト選手は世界記録保持者だから、Ａの方

が速い気がする。 

・走った距離が違う気がする。距離が知りたい。 

 

 

 

〇ＡとＢを提示したら、直感でどちら

が速いかをきめさせる。 

〇子どもが「距離を知りたい」と言う

ことが考えられる。そのタイミング

でＡは 100ｍ、Ｂは 50ｍであること

を示す。 

２５ 

 

 

 

 

 

 

○距離とタイムをもとに、どちらが速いかを考

え、比べ方を話し合う。 

・距離を同じにすれば比べられる。Ｂの走る距

離を２倍にして、100ｍにすればよい。Ｂのタ

イムを２倍して 8.2×２＝16.4 秒になる。 

・16.4 秒と 9.6 秒でＡの方が速い。 

〇ノートに、ＡとＢの比べ方を記述さ

せる。子どもの様子をもとに、「おさ

んぽ」を通して考えを整理する場を

設ける。 

〇子どもが説明をしたら、説明の続き

を考えさせたり、どちらが速いかを

きめ直させたりする。 

 

○ＢとＣではどちらが速いかを考える。 

・山﨑先生の走った距離が知りたい。 

・100ｍだったら同じ速さだ。 

・80ｍで 16.4 秒ってことは、さっきと同じよ

うに走った距離を同じにすれば比べること

ができる。 

 

○子どもの反応を受けて、Ｃの走った

距離が 80ｍであることを示す。 

○タイムを同じにするという視点が

子どもから出ない場合は、教師から

「距離を同じにしないと比べられ

ないかな」と問い返す。 

問題：Ａウサインボルト選手：9.6 秒、Ｂクラスで１番足の速いＫさん：8.2 秒、ど
ちらが速い？ 

問題：Ｃ山﨑先生：16.4 秒 Ｂとどちらが速い？ 



(8) 授業の実際 

   授業の冒頭、教師が「どちらが速いですか？」と板書し、その後「Ａウサインボルト選

手：9.6秒」、「Ｂクラスで１番足の速い人Ｋさん：8.2秒」を提示した。子どもからは、「え

え」という驚きの声があがったのと同時に、「Ｋさんは50ｍだ」といったつぶやきも同時に

聞こえてきた。一方、「Ｋさんは世界記録だ」といった声も聞こえ、生活場面からＫさんの

走った距離は50ｍと考えている子ども、タイムのみで比較している子どもなど、様々であっ

た。そして、子どもは「距離が知りたい」と語り始めた。教師から、「距離が分かったら比

べられそう？」と子どもに問い返しをしたら、悩みながら「うーん」と答えていた。子ども

にとって比較しやすい距離が示されるか不透明なため、このような反応になったのだと考え

られる。しかし、子どもの文脈を大切にしながら、学級の子どものタイムを提示したこと

で、子どもは自分事として考え、驚きの声が挙がったと考えられる。 

   その後、教師からＡは100ｍ、Ｂは50ｍと示した。これを見て子どもは、「半分か」とつ

ぶやいており、距離が半分の関係であることに早々に気づいていた。つまり、距離を２倍に

するか、タイムを半分にすれば比べられそうという見通しをもてていたのではないかと考え

られる。また、子どもはどちらが速いか自分の立場を「きめる」際に、多くの子どもが、Ａ

の方が早いと感じていた。この段階では、ミスコンセプションを生じさせていないと考えら

れ、「あれ」「どうして」と言った「問い」をもった状態ではないと考えられる。 

   その後、子どもはそれぞれの立場の考えの根拠を説明した。ある子どもは、Ａが速いと考

えていた理由を以下のように説明していた。 

 

 

 

 

   

この説明に対して多くの子どもが同じように考えていて、納得をしていた。また別の子ど

もは、同じ考えを式にして表現し、「8.2×２=16.4」をと示しており、上述の説明を補完し、

更に多くの子どもが納得していた。更に別の子どもは、「50ｍの差があるけど、1.4 秒しかウ

・走った距離を同じにしなくても比べられる。 

・タイムが同じで、Ａの方がたくさん走ってい

るから、Ａの方が速い。 

□距離もしくはタイムを揃えるとい

う視点をもとに、速さを比べることが

できたか。【思・判・表】 

１０  

○ＢとＤではどちらが速いかを考える。 

・距離とタイム、どちらを揃えると比べやすい

かな。 

・距離の方が揃えやすい。 

・十字表(４マス関係表)を用いて、何倍になっ

ているか調べればよい。 

・距離は 30 倍になっている。 

・Ｂはタイムを 30 倍にすると 246 秒になる。 

・４分６秒は、秒に直すと 246 秒になる。 

・ＢとＤは同じ速さで走っている。田中選手は

Ｋさんと同じペースで 1500ｍを走り続けて

いる。 

 

◇この問題は本時のまとめに位置づ

けとなる。まとめは、ノートに言葉

を書くだけではなく、学んだことを

もとに別の問題を解くことでも成

立する。このまとめは、ＢとＤの距

離かタイムを「揃える」ことで比較

することが可能となる。また、今後

の時間の換算を見据え、「分」を「秒」

に直す経験もできる。 

□本時の活動をもとに、どちらかの量

を揃え、ＢとＤの速さを比べること

ができたか。【思・判・表】 

問題：Ｄオリンピック代表田中選手：1500ｍを４分６秒 Ｂとどちらが速い？ 

私は、ウサインボルトが速いと思います。50ｍは 100ｍの半分だから、Ｋさんの 50ｍ

のタイムを２倍すると 100ｍの大体のタイムが分かると思って、ウサインボルトは 100ｍ

が 9.6 秒で、Ｋさんは計算すると 100ｍが約 16.4 秒だったからウサインボルトの方が速

い。 

表１ Ａの方が速い理由を説明する子どもの語り 



サインボルトとのタイムが違わないから」と説明し、割合の素地となる倍の見方を使いなが

ら、Ａの方が速いのではないかと説明していた。そして、子どもは「距離を同じにすると比

べられる」と語り、速さを比べるためには、どちらかの量を揃える必要があることを説明し

ていた。「問い」は生じていないものの、これらの説明における子どもの姿は「子どもが（教

師に依存せず）自らの言葉で説明をし、納得が得られる」状態であり、まさに「自律的に算

数を学ぶ」子どもの姿が表出した場面であったと考えられる。 

  その後、子どもに「Ｃ山﨑先生16.4秒」を示し、Ｂとどちらが速いと言えるか考える活動

を行った。子どもは、「Ｂのタイムの２倍になっている」と語り、タイムを揃えようとして

いた。また、「（Ｃの走った距離が）50ｍだったら、Ｋさん（Ｂの場合）の方が速い」

「（Ｃの）走った距離は100ｍだったら同じ」「だって、Ｋさん（Ｂの場合）のタイムを２

倍しているのと同じ」などとも語り、仮定しながら距離やタイムを揃えればよいということ

に気づき始めた。更にＣの距離が80ｍと分かると、「これはＫ（Ｂの場合）の方が速いな。

だって、Ｋの100ｍのタイムが、16.4秒で計算したらＫの方が早くなる」と自然と子どもが

語り出し、それに対し「ああ、なるほど」と納得した様子を見せる子どもがいた。 

  このように、子どもは随所で、距離かタイムのどちらかを揃えることで比べられると語り

ながら、その意見に納得をしながら速さの比較の方法を明らかにしていった。 

 

５ ３回目の実践の概要：令和６年１１月27日 

(1) 単元名 

割合（みんなと学ぶ小学校算数５年 学校図書株式会社） 

(2) 単元の目標 

○日常生活における割合の意味と割合の様々な表し方（分数、小数、百分率、歩合など）

を理解し、割合、比べられる量（比較量）、もとにする量（基準量）を求めることがで

きる。                            【知識及び技能】 

○日常生活の場面で、割合で捉えられる同種や異種の二つの数量の関係を、図や表、式などを用

いて考察したり、考察したことを表現したりする力を養う。 【思考力、判断力、表現力等】 

○日常生活の場面で、割合を用いて二つの数量の関係を比較するよさに気付き、割合を用

いて考察しようとする態度を養う。         【学びに向かう力、人間性等】 

(3) 単元の評価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 日常生活の場面において、

割合の意味と表し方や、割合、

比べられる量（比較量）、も

とにする量（基準量）の関係

を理解し、適切に使うことが

できる。 

 日常生活の場面で、割合で

捉えられる同種や異種の二つ

の数量の関係を、図や表、式

などを用いて表現し、考えを

まとめている。 

 日常生活において、割合が

使われている場面を理解し、

身の回りの事象を、進んで割

合を用いて考えようとしてい

る。 

(4) 単元の指導計画と評価計画（全10時間、本時９／10時間） 

次 

(時数) 
主な学習活動 主な評価規準と方法 

１ 

（２） 

・野球において３人のヒットの記録をもとに、

誰の成績がよかったかを考える活動を通し

て、ヒットの成績を分数や小数などの割合に

表して比べる。 

・割合の意味を理解することが

できる。【知・技】 

・全体を１とみる割合の比べ方

について考え、ヒットの成績



・割合の考えをもとに、飛行機の混み具合を比

べる。 

や混み具合を比べることがで

きる。【思・判・表】 

２ 

（１） 

・５年生の人数で、女子の人数をもとにした男

子の人数の割合を求める。 

・５年生の人数で、男子の人数をもとにした女

子の人数の割合を求める。 

・全体と部分の関係にある割合

との比較を通して、部分と部

分の関係にある割合の表し方

を理解することができる。

【知・技】 

３ 

（２） 

・バスの混み具合を表す割合を求める。 

・もとにする量を100として割合を表す。 

・百分率の意味と表し方を知る。 

・100％を超える百分率を求める。 

・歩合の表し方を知る。 

・身の周りで様々な割合（小数、分数、百分率、

歩合）に何があるか考える。 

・百分率を使って割合を表し、

100％を超える場合とその意

味を理解することができる。

また、歩合で使って割合を表

すことができる。【知・技】 

・進んで身の回りの割合を見つ

けようとしている。【主】 

４ 

（４） 

・280mLのジュース中の20％の果汁の量を考える活

動を通して、比べられる量を求める式を、表や

図、数直線をもとに考え、言葉の式で表す。 

・あるお茶を120％増量して600mLになるとき

の、もとのお茶の量を考える活動を通して、

もとにする量を求める式を、表や図、数直線

をもとに考え、言葉の式で表す。 

・定価の 1500 円の 20％引きで買うと、何円にな

るのかを考える。 

・300円の卵を30％引きで売っているＡ店と、

300円の卵を10％引きしてその値段から更に

20％引きしたＢ店の値段を比較し、値段の違

いはなぜ生じたのかを考える。 

・比べられる量やもとにする量

を求めることができる。

【知・技】 

・割引の問題において（１-割

合）の求め方を理解すること

ができる。【知・技】 

・図や表、式などを関連させな

がら、割合の関係を表す。

【思・判・表】 

・値段の違いが生じる原因を図

や表、式などで表しながら考

える。【思・判・表】 

５ 

（１） 

・練習問題を解く。 ・割合の問題を正確に解いてい

る。【知・技】 

(5) ねらい 

タイムセールで２段階の割引をされているものの値段を考える活動を通して、値段の違う

理由を基準量に着目しながら説明することができる。 

(6) 展開の構想 

数量を比較する際は差でみる場合があり、これは比較が容易である。しかし、差で比較が

できない場合がある。それが二つの数量の関係性を表す割合である。割合は、ア「部分と全

体の関係」やイ「部分と部分の関係」の関係にある２量の比較に用いることがある。本単元

以前にも割合の素地は学んでいるものの、子どもにとって新たな比較方法の獲得となる。そ

れは、今までに関係が見えにくかったものを見えやすくし、子どもにとって「見方の広が

り」を意味する。例えば、スーパーで表示されている「20％引き」の表示と「20円引き」の

表示が異なる値引きを表していることが分かれば、その受けとめも変わるはずである。これ

が「見方の広がり」である。「割合」は子どもにとって難解な単元であるという指摘はよく

されているからこそ、単なる計算の正誤ではなく、「見方の広がり」を楽しむ授業を展開し

たい。 



上越市で採択している「学校図書」の教科書において、「割合」は主にアを学習する「割

合（１）」と主にイを学習する「割合（２）」の２単元で構成されている。「割合」の学習

を２単元構成にするよさは、比較的子どもにとって理解が容易なアの学習のみを行い、「割

合」に対する苦手意識を薄れさせるとともに、繰り返し「割合」に触れることで理解を深め

る点であると考える。一方、１単元構成にするよさは、長期に渡って「割合」を学ぶことが

できる点である。アとイの違いを比較しながら、共通点や相違点を見つけることによって、

基準量や比較量とは何か、その意味の理解を深めることができると考える。本実践では後者

の立場を支持し、「割合（１）」と「割合（２）」の二つの単元を統合しながら実践を行

い、長期間に渡って「割合」に関わりながら基準量、比較量、割合の意味や相互の関係性を

捉えていけるようにする。 

子どもに「Ａ店：300円の卵が30％引き」と「Ｂ店：300円の卵が10％引き」の二つを示

し、どちらの店の値段が安いかを問う。基準量となる300円が同じため、子どもはどちらの

店が安いか容易に求めることができるだろう。その後、「Ｂ店が300円の卵を10％引きした

値段からタイムセールで更に20％引き」と提示する。「Ｂ店では、10％引きと20％引きをし

たため合計30％引きになる」と、同じ値段になると予想する子どもがいると考えられる。こ

れが本時におけるミスコンセプションとなる。このミスコンセプションを乗り越えるため

に、「①もとにする量は何か共有する」「②違う数字で値引きをするとどうなるか検証を行

う」の２点を意識しながら授業を行う。この問題を解決する過程の中で、基準量が異なると

比較量も変わるという、割合の本質的な考えの理解を深めるようにしたい。 

(7) 本時の展開 

時間 ○学習活動 ・予想される子どもの反応 □評価 〇支援 ◇留意点 

１０ 〇「Ａ店：300 円の卵が 30％引き」と「Ｂ店：

300 円の卵が 10％引き」ではどちらの店の卵

が安いかを考える。 

・30％引きだからＡ店の方が安い。 

◇総合「棚田行楽紀」の活動と関連さ

せながら問題を提示する。 

〇どちらの店が安いと思うか、立場を

きめさせる。 

２５  

〇「Ｂ店が 300 円の卵を 10％引きした値段から

タイムセールで更に 20％引き」をした際、Ａ

店と比べてどちらが安いのか、もしくは同じ

値段になるのかを考える。 

・同じだと思う。どっちの店も同じ 30％引きに

なっている。 

・Ｂ店の 20％引きは何から 20％を引くのか分

からないな。 

・Ｂ店の方が高い。どうしてこんなことが起こ

ったのだろう。 

〇違う割引率でも同じことが行うのか調べる。 

・１％引きして２９％引きするとＡ店と値段が

ほとんど同じ。 

・15％引きして 15％を引くと値段が高い。 

 

〇「Ａ店が安い」「Ｂ店が安い」「同じ」

の三つの選択肢を用意して自分の

立場をきめさせる。 

〇自分の立場をきめたら、計算をす

る。その際に、Ｂ店は何の値段から

20％引きをするのか、確認する。 

〇「問い」が子どもの言葉で表現され

ない場合は、子どもに問い返しを行

いながらながら子どもの「問い」を

引き出し、板書する。 

◇様子を見て電卓を用いる。 

〇値段が割引率によってどのように

変化するか、帰納的に捉えるように

する。 

問題：Ａ店とＢ店（タイムセール中）の卵、どっちが安い？それとも値段は同じ？ 



(8) 授業の実際 

授業の冒頭、『棚田行楽紀「親子クッキングパンケーキづくり」の卵を買う』と板書し

た。「棚田行楽紀」とは、今年度の５年生の総合的な学習の時間の活動名である。授業を行

った週の金曜日に、棚田米を使った親子クッキングを行う予定であった。子どもの文脈を大

切にし、より考える必要感をもたせるために上述のように提示した。 

その後、「Ａ店：300円の卵が30％引き」と「Ｂ店：300円の卵が10％引き」を提示し、ど

ちらの店の卵が安いのか考える活動を行った。子どもは、「計算しなくても分かる」と語っ

た。基準量となる定価がどちらの店も同じ300円のため、割引率を比較することでどちらが

安いのか考えていた。Ｂ店に関して「Ｂ店：300円の卵が10％引きした値段からタイムセー

ルでさらに20％引き」と、問題の続きを板書した。この問題の続きを見た子どもは「ああ、

同じだ」「同じ」「20％以上値引きしたらＢ店の方が安くなる」と語り、30％引きした卵の

値段と、10％引きした後に更に20％引きした際の卵の値段は、同じ30％引きになると考えて

いる様子であった。実際に挙手をして、どちらの店が安いか自分の立場を確認したところ、

ほぼ全ての子どもが「同じになる」に挙手をした。この段

階で子どもは、ミスコンセプションを生じさせていたと考

えられる。しかし、ある１人の子どもは「一応同じに手を

挙げておくか」ともつぶやいていた。写真４のように、手

を頭の上に当てたり、首を傾げたり、手を顎に添えたりし

ながら、同じと考えてよいのか悩んでいる様子であった。

この瞬間、この子どもには「問い」が生じていたと考える

ことができる。その子どもに、感じていることを説明して

もらう場を設けたところ、以下のように語っていた。 

 

 

 

 

しかし、この説明を聞いても、「分からない」と言う子どももいた。この段階で子ども

は、基準量が変わっていることに気づいておらず、割合を単純に足してよいと考えている様

子であった。 

その後、再度自分の立場を「きめ直す」活動を行った。すると、「Ａ店が安い」に２人、

その他の子どもは「Ｂ店が安い」に立場を変えた。その後、「おさんぽ」を行いながら、自

分の考えを整理する場を設けた。子どもは、上述の説明をした子どもの周りに集まり、どの

ように考えたのか、互いに説明をし合っていた。「Ａ店が安い」と考えた子どもの１人は、

周りに集まってきた友達に対して、次のように説明していた。 

 

 

 

１０ 〇どうしてＢ店は割引率が合計 30％なのに、卵

の金額が変わったのか考える。 

・Ｂ店は１回目の割引をした後の値段をもとに

して、２回目の割引をしている。 

・２回目はもとにする量が小さくなっている。 

〇図や表で基準量を考えられるようにする。 

□Ｂ店のタイムセールで値段の違い

が生じる原因を図や表、式などで表

しながら考え、表現することができ

る。【思・判・表】(ノート、見取り) 

写真４ 悩む子どもの姿 

300 円の卵から割引した値段から、タイムセールでさらに 20％引くから、それ 10％引

いた 270 円から…。 

300 円から 10％引きした値段は、270 円で。で、270 円から 20％引くから。 

表２ どちらの店が安いか悩んだ後の子どもの語り 

Ａ店は、300×0.3 で、で 90 でしょ？で、300－90＝210 なんだよ。で、Ｂ点は、10％引

くと 270 円、で、それから 20％引くから 216 円。だから 270 円×0.2 で 54 で 270-54=216。

これ（210 円）がＡ店で、これが（216 円）がＢ点。だからＡ店の方が安い。 

表３ 「おさんぽ」の際にＡ店が安い理由を説明した子どもの語り 



この説明は、基準量が何になるかを正しく捉え、Ａ店が安くなるということを理由とする

上で的確な説明である。この説明を聞き、多くの子どもが「分かった」とつぶやきながら納

得した様子であった。 

その後、全体で式を共有した。教師側からいくつか間違った式を提示しながら式を確認し

たが、式から割引の状況を説明することができた。そして、Ｂ店の正しい式は、「300×0.1

＝30、300－30＝270、270×0.2＝54、270－54＝216」となることを説明しながら、Ｂ店の方

が安くなることを導くことができた。 

 

６ 実践の考察 

(1) 子どもが「問い」を生じさせていたのはどのような瞬間で、どのような姿なのか 

子どもは、教師が考えた問題と出あったからといって、必ずしもミスコンセプションを生

じるわけではないし、「問い」をもつわけではない。これは、三つの実践を通して分かった

ことである。 

では、どのようなときにミスコンセプションから「問い」を生じさせているか。本実践か

ら明らかになるのは以下の二つの場合と考えられる。 

 

 

 

 

一つ目の視点に関しては、「きめる」という行為が大きく関係してくる。この「きめる」

という行為により自分と他者との立場に違いが生じる場面があった。この違いにより、「ど

れが正しいのかな」「もしかしたら自分の考えは何か違うのかな」などの子どもの思いが生

じ、実践１、実践３などで主に見られた。他者との違いは、子どもが「問い」を生じる要因

の一つとなり得るし、子どものミスコンセプションを生かした問題は「問い」を生じさせる

ために有効に働く可能性があると考える。 

二つ目の視点に関しては、子どもが抱く「違和感」が大きく関係してくる。ミスコンセプ

ションに対し違和感を抱くことで「問い」が生じるのである。その違和感は、「何か変だ

な」というような、子どもの感覚や既習との違い、もしくは問題の不透明さから生じる迷い

などである。こういった違和感は学ぶエネルギーとなり、その違和感こそが「問い」そのも

のだと考える。子どもが感じた違和感から、「解決したい」「みんなに正しいことを分かっ

てほしい」という思いが生じ、これらは、自律的に算数を学ぶための大きな要素となる。 

一方、実践２では、多くの子どもがミスコンセプションを抱かず、正しい解釈をしてい

た。こういった場合は、当然ながら「問い」は生じないことも明らかとなった。 

 教科リーダー育成講座１年次にも、『子どもが「問い」を生じさせるパターン』として、

以下の表５のように整理していた。 

 

 

 

 

 表４、表５の内容から、子どもが「問い」を生じさせる要件を簡潔に整理すると、次項の

表６のようになると考える。当然ながら、それぞれの視点が似ていたり、重なったりしてい

る部分もあるが、算数授業で子どもに「問い」を生じさせるためには、こういった視点を大

切にしながら授業づくりを行っていくことも大切だと考える。 

①自分の考えや立場を明確にした際、友達との考えに違いが生じたとき 

②問題からミスコンセプションが生じた際、そのことに対して違和感を抱いたとき 

表４ 本研究から分かる子どもが「問い」を生じさせる状況 

〇答えにたどりつく方法が二つあった際に、どちらも妥当であるかのように感じ、迷い

が生じたとき 

〇式や数値が何を表しているのか、その意味を理解することができなかったとき 

表５ １年次研究から分かった子どもが「問い」を生じさせる状況 



次に、子どもが「問い」を生じた際の姿について考察したい。子どもが「問い」を生じる

際は、「あれ」「どうして」などのつぶやきを発することがある。私の今までの実践もそう

いった姿を「問い」と考えてきた。しかし、写真３のように黒板の前で悩む姿、写真４のよ

うに手を頭の上に当てて首をかしげる姿も「問い」が生じている瞬間と考える。事実、写真

４の様子の直後に感じていることを語ってもらったら、多くの子どもが自分の立場を「きめ

直し」ていた。そのことがきっかけで自分の考えを説明したり、友達の話を聞いてみたりし

ようとする姿が見られ、本質的な学び（実践３で言えば、割合の本質的な学びである基準量

は何かという内容）につなげることができた。 

私たち教師は、子どもの発する言葉には非常に敏感である。しかしながら、子どもの言葉

のみに着目していては、子どもから生じた「問い」を見逃してしまう可能性もある。子ども

の発する言葉のみならず、子どもの表情や目線、仕草や動きなどにも敏感になり、子どもの

価値ある「問い」を見逃さず、全体で共有していくことが、自律的に算数を学ぶための第一

歩になると考える。 

(2) 子どもはどのようにして自律的に学んでいたのか 

   三つの実践において、子どもが自律的に学んでいた顕著な姿は、表１、表３の子どもの語

りである。この語りは教師に促されたり、教師に誘導されたりすることなく、子ども自身が

その根拠を説明していた。その後、教師が子どもの説明に対して修正したり、助言したり、

補足したりすることなく、子どもの判断によって説明がなされていた。これが私の考える自

律的に算数を学ぶ姿である。 

   こういった子どもの姿はどのようにして生まれたのか。前述のように、子どもに「問い」

が生じることは大きな要因の一つなる。しかし、実践２では「問い」が生じていないにも関

わらず子どもの自律的な説明がなされている。この要因は何か。要因の一つとして、子ども

の文脈を大切にした授業構成が考えられる。実践２は三つの実践の中で、最も学級の友達に

関係がある事象で、数学的事象を自分達の身近な出来事として考えた実践であった。これに

より「どっちが速いかな」と自分事として考え、表１のような語りが生まれた要因の一つと

なったと考えられる。 

   次に、自律的に算数を学ぶ姿は、どういった際に見られるか考察したい。私は、子どもの

自律的な説明を考える際、つい学級全体の場での語りを想像してしまう。しかし、今回の三

つ実践において最も顕著な自律的な説明は、「おさんぽ」の際に生まれていた。子どもは、

学級全体で考えを説明することに、少なからず抵抗感をもっている。こういった少人数によ

る説明活動は、自律的に算数を学ぶ際に非常に有効と言える。そして、そういった説明が少

人数でなされたら、学級全体に対してそのことを取り上げ共有していくとよいと考える。 

   また、子どもの説明は最初から完璧なものを求めないことも大切である。子どもは不完全

な説明からスタートし、少しずつ聞いたり、話したりを繰り返すことで徐々に完成された説

明をつくっていく。表２の語りから表３の語りが生まれたプロセスがまさにそうであった。

この際に、子どもの不完全な説明をよしとせず、教師が介入し、教師が意見を修正していて

は、子どもから数学的事象の説明責任を奪うことになる。不完全な説明であったとしても、

教師は辛抱強く見守り、子どもに委ねることで、少しずつ完成された説明になる可能性を秘

めている。こういった説明を子どもに委ねるという文化が教室に根付き、自律的に算数を学

ぶ素地が育まれていくと考える。 

①ちがいを感じる  ②違和感を抱く  ③迷いが生じる  ④不明瞭さを感じる 

表６ 子どもの姿から考える算数授業において「問い」が生じる要件 



(3) 実践の課題 

   今回の実践において今後の課題と感じたことは３点ある。 

①子どもの思考を記述する場を確保する 

今回の実践では、子どもの語りを中心に自律的に算数を学ぶ姿を考察した。しかし、 

算数の学びの大切な要素として、考えを記述して整理したり、伝えたりすることも含まれ

る。今回の実践において、どれだけその場が確保されていたか疑問が残る。 

子どもの「問い」から自律的な学びの姿が見られたら、「今の考えを自分なりの言葉で

ノートに書いてみよう」などと問い返し、記述の場を確保していくことが必要だと感じ

た。 

②子どもが「問い」を生じることにこだわり過ぎない 

子どもの「問い」は、自律的な算数授業の実現には必要な要素となり得るが、そこにこ

だわり過ぎることを疑う必要がある。「問い」はあくまで、算数を自分事として考えるこ

とや算数を学ぶ必要感、必要な資質・能力を身に付けるための一つの要素に過ぎない。実

際に実践２では「問い」が生じていないにもかかわらず、子どもの自律的な学びの姿が見

られた。冒頭にも『算数教育の中で「問い」の大切さが叫ばれて久しい』と述べたが、

「問い」が必ず必要なのかということもまた考える余地がある。そして、もっと子どもの

文脈を意識し、単元全体の構成を工夫した算数授業の在り方を考えていく必要があると考

える。 

   ③数学的な見方・考え方を働かせる授業展開を意識する 

子どもの自律的な学びを大切にするあまり、どのような説明でもよいこととすることは

できない。やはり、数学的な見方・考え方を働かせながら自らの根拠を説明する姿を期待

したい。 

本研究の実践では、「きめる」という行為をもとに、数学的な見方・考え方を共有する

ことを目指した。しかし、子どもが自身の立場を「きめた」際に、その共有が十分なされ

ていたか、より詳細に検証していく必要があると感じている。 

また、授業構想で子どもが出あう問題を考える際、子どもが働かせる数学的な見方・考

え方はどのようなものか、授業者が考えておく必要がある。このことは、子どもがミスコ

ンセプションを乗り越える手段を教師が用意しておくこととも関係する。冒頭にも述べた

とおり、子どもが授業において向かう対象は「問題」である。この問題の吟味こそ、算数

授業を構想する際に大切にしたいことの一つになると感じた。 
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